
　「蛇は嫌いだ」という人がほとんどかもしれま

せんが、蛇のお話です。

　蛇はその形から古来より恐れられ、神聖な動物

として崇められてきました。全国的に祖霊、水神、

山の神、田の神として祀
まつ

られています。徳沢地区

には、集落の東西の端にそれぞれ蛇神様が鎮座し

ています。東端、上
かみ

の蛇神様は会津の中で特に有

名で、江戸時代に会津藩によって編さんされた『新

編会津風土記』には「蛇石、村の東約 60 間（約

１０９㍍）にあり高さ３尺（約 90 センチメート

ル）、幅５尺（約１. ５㍍）ほどの黒色の石なり。

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その13その13

二つの蛇神様に見守られた集落「徳沢」
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↑ 東端に祀られている
「上の蛇神様」

↑西端「下の蛇神様」

←至国道49号←至国道49号

徳沢駅徳沢駅

上の蛇神様上の蛇神様

下の蛇神様下の蛇神様

中ほどに断裂せし所あり、中は空虚にして常に数多の小蛇住
すみ

し。時ありて

多く頭を出すことあり。斯
かか

る時
とき

三日を出ずして必ず雨降ると云
い

う」と書か

れています。西端、下
しも

の蛇神様は高さ約２㍍ほどの岩で、木立の中にあり

ます。「岩の割れ目や岩の近くで蛇を見ることがある」という話ですが、

蛇の頭部や尻尾、ウロコに似た岩や植物のある場所や、蛇がとぐろを巻い

ているような形の山全体が蛇神様として祀られているようです。

　江戸時代、徳沢は越後街道から外れた地でしたが、荷の一部が集落で扱

われていた記録も残っています。明治に入り、三島通
みち

庸
つね

による「三方道路」

建設では、一時期車峠が廃されて、徳沢のすぐ近くの東南の山中に「小
お

出
いで

峠」が掘削され、銚子ノ口の河岸を通り宝川に至る街道が敷かれました。

大正になり、現在の磐越西線が全線開通すると、徳沢駅は奥川・宝川の人

や物資のターミナルとしてにぎわいました。今は「蛇神様」に見守られた

静かな集落です。
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の
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西
会
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入

学
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ら
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岡
﨑
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最
近
読
ん
だ
登
山
の
漫
画
に
影

響
さ
れ
、「
久
し
ぶ
り
に
山
に
い

き
た
い
な
ぁ
」
な
ん
て
考
え
て
い

る
今
日
こ
の
頃
。
昨
年
、
買
っ
た

は
い
い
も
の
の
開
け
て
す
ら
い
な

い
テ
ン
ト
（
な
ん
と
１
５
０
０

円
！
）
を
今
年
こ
そ
は
使
っ
て
、

山
で
の
テ
ン
ト
泊
を
し
て
み
た
い

と
も
く
ろ
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
５
月
は
今
年
も
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。「
菜
の

花
ま
つ
り
」「
大
山
ウ
ォ
ー
ク
」「
な

つ
か
し
ｃ
ａ
ｒ
シ
ョ
ー
」、
そ
う

い
え
ば
山
開
き
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
合
間
を
縫
っ
て
行
け

る
の
か
、
あ
る
い
は
山
開
き
の
取

材
で
満
足
し
て
し
ま
う
の
か
。
あ

る
意
味
自
分
へ
の
挑
戦
で
す
。

お
そ
ら
く
取
材
で
満
足　

長
谷
川
祐
一


